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>
1 13610-T3UZ0 1
6 M6X1.0 13745-T3UZ0 1 5
7 1 5
8 M6X1.0X14 13745-T3UZ0 1 5
10 M6X1.0 13747-T3UZ0 3 5
11 13801-T3UZ0 1
12 13694-T3UZ0 1 4
13 16510-T3UZ0 1
14 16511-T3UZ0 1
15 16515-T3UZ0 2
16A 16514-TUZ40 2
16B 16513-TUZ40 2 M6x 15
17 16512-TUZ40 1
18 16554-T3UZ0 1
19 16572-T3UZ0 2 26-38mm
20 16290-T3UZ0 2
21 16291-T3UZ0 1
22 16293-T3UZ0 3 3 X
23 16292-T3UZ0 2 44-56mm
24 to No,1 16551-T3UZ0 1 @ x 50mm
25 to No.2 16552-T3UZ0 1 @ x115mm
26 16553-T3UZ0 2 © 16 1=2000mm 1600
27 16573-T3UZ0 8 22-32mm
28 16554-T3UZ0 1
29 16571-T3UZ0 1
30 17875-T3UZ0 1
31 16361-T3UZ1 1
32 16604-T3UZ0 1 13503-88650
33 No,1 16261-T3UZ0 1 © 8mm_L=250mm
34 No.2 16262-T3UZ0 1 ©® 8mm_L=320mm
35 No.3 16263-T3UZ0 1 © 8mm_L=380mm
36 16555-T3UZ0 1
37 12261-T3UZ0 1 @ x 150mm
38 12262-T3UZ0 1 @ x 500mm
39 12663-T3UZ0 1 2 ® 50mm
40 12664-T3UZ0 2 2 90467-20005
41 16519-T3UZ0 1
42 16556-T3UZ0 1 @ x 950
43 16557-T3UZ0 1 2 96135-41300
75 16558-T3UZ0 1
51 44730-T3UZ0 1
52 44731-T3UZ0 1
57 89600-TUZ40-SC| 1
57 89810-TUZ41-SC| 1
58 82215-T3UZ0 1 SC
59 82216-T3UZ0 1
60 82217-T3UZ0 1
61 17420-TUzZ40 1 SC
62 17410-TUZ40 1 SC
72 13751-T3UZ0 1
73 13752-T3UZ0 1
74 13752-T3UZ0 1
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	ご確認ください
	事前に準備いただくもの
	はじめに
	適応車種
	ご使用時の注意事項
	エンジンＥＣＵについて
	保証について
	
	
	
	
	
	本製品について製造上の不具合が発生した場合、下記の期間と条件に従ってこれを無償修理（保証修理）いたします。保証修理は部品の一





	保証期間
	保証の受け方
	保証をしない事項
	本書に添付されている保証書に販売店押印、装着時走行距離および購入日の記載のない場合、または字句を書き換えられた場合
	保証書の提示がない場合
	使用損耗あるいは経年変化による劣化など、製造上の不具合と認められない場合
	登録後４年を経過した車両または走行距離が５００００Ｋｍ超えるエンジンに装着した場合
	輸送中の不具合
	レース・ラリー等通常の使用状態と異なる使用方法による破損・不具合
	指定のガソリン（無鉛ハイオク）以外のガソリンおよび粗悪ガソリン等の使用による不具合
	エンジンオイル・ＡＴＦオイルのメンテナンス不良に起因する不具合�（推奨メンテナンス；エンジンオイル＂
	地震、台風、水害等の天災並びに事故、火災によるもの。また薬品、融雪剤、塩害、飛石等の外部要因によるもの
	消耗品（Ｖベルト、ゴムホース類、ガスケット等）の破損・不具合
	本書に指示のある調整以外の調整をおこなった場合（例、規定以上にブーストを上げた場合など）、また、純正およびトムス指定以外の吸挀
	取り付け作業時や分解時のまちがい、不備
	機能上影響ない「感覚的現象」および本製品特有の現象
	コンプレッサーの過給音等（過給時キーン音、クラッチ断続時のカチャッ音など）
	機能上差し支えないオイルにじみ
	本製品が主原因でない振動・ハーシュネス


	保証対象外費用
	自動車を使用できなかったことによる不便さおよび損失等（電話代、レンタカー代、宿泊費、休業補償、営業損失等）
	脱着工賃


	構成部品表
	構成部品図
	
	
	
	構成部品表のイラスト番号と対応しています。




	取り付け
	純正部品はずし
	エンジンＥＣＵはずし
	ボルト３本をはずし、エンジンＥＣＵボックスカバーをはずす
	ナット２個をはずし、コネクターをはずしてエンジンＥＣＵをはずす

	ラジエターグリルはずし
	エンジンカバー・カバーブラケットはずし
	エアクリーナーボックス・インテークパイプはずし
	冷却水抜き取り
	ラジエターアッパーホースはずし
	フロントバンパーマウンティングブラケットはずし
	スクリュー６本をはずし、フロントバンパーマウンティングブラケットをはずす

	パワーステアリングアイドルアップホース切り離し（エンジン側をきりはなす\)
	ブローバイホースＲ／Ｌはずし
	キャニスターホース切り離し（エンジン側をきりはなす）
	エンジンワイヤーハーネスずらし
	インジェクターコネクターをはずす
	スロットルセンサーコネクターをはずす
	その他エンジンワイヤーハーネスを外側にずらすために必要なコネクターをはずす
	エンジンワイヤーハーネスクランプをはずし、ワイヤーハーネスをできる限りマニホールドからはなす
	ひもなどで外側に寄せて固定しておくとよい


	スロットルボディウォーターバイパスホース３本はずし
	スロットルボディＡＳＳＹはずし
	ナット２個およびボルト２本をはずし、スロットルボディをはずす

	フエルライン切り離し
	フエルタンクのキャップをはずし、フエルタンクの圧力を抜く
	ユニオンナットレンチ１４を使用してフエルメーンホースを切りはなす
	
	フレアナットが広がっている場合ははずしにくいので注意する
	ガソリンの流出に十分注意する



	インテークマニホールドＡＳＳＹはずし
	ボルト６本ナット４個をはずし、インテークマニホールドＡＳＳＹをはずす


	インジェクター，デリバリパイプ付け替え
	インジェクター、パイプはずし
	インテークマニホールドからデリバリパイプ、パルセーションダンパー、フエルパイプＮｏ，２、デリバリ〃
	パルセーションダンパー左右をはずし、インジェクターとパイプは一体ではずすとよい
	はずす前にインジェクターが回転することを確認する



	インジェクター、パイプ取り付け
	純正デリバリパイプスペーサー４個をコンプレッサーのスタッドボルトに取り付ける
	フエルホースＮｏ，２とコンプレッサーが干渉する位置にインシュレーターをずらして巻き付ける
	はずした手順と逆の手順で取り付ける
	
	パルセーションダンパー締付けトルク　39N.m\(400Kgf.cm\)
	デリバリパイプナット締付けトルク　18N.m\(185Kgf.cm\)
	パルセーションダンパーガスケットは新品に交換する（90430-12026　４個）
	インジェクターが回転することを確認する。滑らかに回転しない場合は、Ｏリングのかみ込みが考えられるため、インジェク　
	ガソリン漏れの原因となるためフエルパイプを無理に曲げないこと




	Ｖベルト取り付け
	アイドラプーリー交換
	アイドラプーリーＮｏ，２を\(32\)アイドルプーリーに交換する
	
	締付けトルク39N.m\(400Kgf.cm

	プーリーカバー（ワッシャー）は使用しない。ボルトは再使用する


	Ｖベルト交換
	Ｖベルトを交換する左図の実線のように取り付ける
	テンショナーのプーリセットボルトにレンチをかけ、テンショナーを左に回転させて張力をゆるめ、ベルトを取りはずす。
	プーリセットボルトは左ねじを使用しているため右回転させるとプーリセットボルトがゆるむ。

	ベルトは仮に取り付ける



	コンプレッサー取り付け
	
	コンプレッサー取り付けの前に、\(33\)ウォーターバイパスホースＮｏ，１（２５０ｍｍ）を
	コンプレッサー装着後は作業性が悪い

	ウォーターインレットハウジングのボルト１本をはずしておく（左図参照）
	マニホールドガスケットを交換する（純正）17171-50020　２個
	
	白ペイント側を上向きにする


	はずしたインテークマニホールド用ボルト６本およびナット４個を使用してコンプレッサーを取り付ける
	
	コンプレッサーを垂直に均等に入れること。エンジンヘッドに確実に接地していることを確認してボルトナットを取り付ける
	締付けトルク18N-m\(185Kgf-cm\)
	フエルラインをハーネスの間を通すこと


	上記2\)ではずしたボルトと、\(74\)ワッシャー\(73\)ロックナットで\(72\�
	
	ロックナット締付トルク8N.m\(80Kgf.cm
	ハウジング締付トルク19N.m\(195Kgf.cm\)


	Ｖベルトを取り付ける
	テンショナーを押し下げてベルトをつける
	プーリセットボルトは左ねじを使用しているため右回転させるとプーリセットボルトがゆるむ


	\(51\)ソアラブースタユニオンプラグ、\(52\)シールワッシャーをコンプレッサーに取
	
	締付けトルク　35N.m\(355Kgf.cm


	フエルメーンホースを取り付ける
	
	締付けトルク　31.2N.m\(318Kgf.cm

	フレアナットが広がっている場合がある。その場合フレアナットが締まりづらいため注意する



	ラジエター、ウォーターポンプ、ホース取り付け
	ラジエターサポートツーフレームシールRHクリップはずし
	ラジエターサポートツーフレームシールRH（ヘッドライト横ゴムカバー）のクリップ１個をはずす（→シー〝

	ラジエタートレー取り付け
	\(16A\)トレーステーを図の位置に取り付ける
	ＲＨはパワーステアリングクーラーボルトに共締めする
	ＬＨは\(8\)ボルトにて取り付ける
	締付けトルク　10N.m\(106Kgf.cm


	ラジエタートレー\(14\)をラジエター前方の図の位置に\(16B\)皿キャップボルト\(1
	
	締付けトルク　10N.m\(106Kgf.cm

	トレーのマーク穴がフロントを向く


	ウォーターポンプ取り付け
	\(20\)ウォーターポンプに\(24\)\(25\)ホースおよび、\(27\)イ　
	\(21\)ウォーターポンプステーを\(22\)ボルト２本でラジエターに取り付ける
	
	締付けトルク　10N.m\(106Kgf.cm

	ステーの方向に注意する（左下図参照）

	ウォーターポンプを\(23\)ウォーターポンプクランプバンドでステーに取り付ける
	ウォーターポンプについているラバーバンドの位置をクランプバンドの位置にあわせる
	ウォーターポンプアウトレットはラジエター側に図のような角度で取り付ける


	ラジエター取り付け
	\(17\)インタークーラーラジエターステーを\(22\)ボルトでラジエターに取り付ける
	取り付けボス２カ所のうち、中央のボスに取り付ける
	締付けトルク　10N.m\(106Kgf.cm


	ラジエターをトレーの上にのせ、ステーを\(6\)六角ボルト\(7\)ワッシャー\(10\�

	インタークーラーホース取り付け
	\(41\)プロテクターモールを半分にカットする
	ヘッドライトＲＨの内側のボディ、および純正ラジエターファンシュラウドの図の位置に取り付ける（ホースとボディの干渉Ȁ
	シュラウド角部より３０mm下側に取り付ける
	モールの内側に瞬間接着剤等を塗布して取り付ける

	\(18\)インタークーラーアウトレットホースを左図のようにカットする
	ヘッドライト横のワイヤーハーネス（左図）のクリップをはずし、ハーネスをずらす（以下のホースとの干渉防止）
	\(18\)インタークーラーアウトレットホースを配管する
	\(19\)ホースバンドでホースをコンプレッサーのリザーブタンク下部に取り付ける
	\(19\)ホースバンドでホースをラジエター側に取り付ける
	
	バンドは止めずにおく（エア抜きの際ホースをあけるため）


	\(26\)インタークーラーインレットホースを配管する
	\(27\)ホースバンドでホースをコンプレッサーに取り付ける
	\(27\)ホースバンドでホースをウォーターポンプ２個に取り付ける
	
	ホースとボディおよびラジエターシュラウドの干渉する個所に\(41\)プロテクションモールがとりついていること

	ホースの取り回しは左図を参照する

	クーラーパイプが接触する場合は車両後方に少しパイプを押して曲げる（強く曲げないこと）
	パイプと近い位置に\(11\)インシュレーターをまく

	\(28\)インタークーラーホースガイドをサーモスタットケースボルトに共締めする
	
	締付けトルク　19N.m\(195Kgf.cm
	ボディおよび部品と無理な接触がないこと
	Ｖベルトとの干渉がないこと


	前述４－2\)のボルトナットを本締めする
	
	締付けトルク　10N.m\(106Kgf.cm


	\(29\)ラジエターアッパーホースを取り付ける（バンドは再使用する）


	スロットルバルブ取り付け
	スロットルバルブＡＳＳＹ取り付け
	取り付け前にスロットルバルブ下側のウォーターバイパスパイプ２個所に４－1\)で取り付けた\(33\�
	スロットルバルブ取り付け後は作業性が悪い

	はずしたボルト２本、ナット１個と、\(12\)ボルトでスロットルバルブをコンプレッサーに取り付ける
	
	締付けトルク18N-m\(185Kgf-cm\)

	ガスケットは新品を使用する22271-50042

	\(33\)\(34\)\(35\)ウォーターバイパスホースを取り付ける（バンドは純正　
	コンプレッサー本体のウォーターリザーブタンクのフロント側ボルトをはずし、\(36\)ウォーターバイパス。
	
	締付けトルク　10N.m\(106Kgf.cm
	Ｖベルトとの干渉がないこと



	エアクリーナーケース取り付け
	エアクリーケースを取り付ける
	
	締付けトルク　5N.m\(50Kgf.cm\)

	インタークーラーホースがつぶれすぎないように注意する（ホースの位置を調整する）

	\(30\)エアインレットホースを標準のバンドを使用して取り付ける


	ホース取り付け
	ブローバイホース取り付け
	純正ブローバイホースRHを図のようにカットする（ヘッド側を３０ｍｍ、プロテクターを１５ｍｍカットする̀
	カットしたホースをヘッドカバーに取り付け、\(37\)ホースと\(39\)パイプを\(40�
	純正バンドを再使用して、\(38\)ホースをスロットルボディおよびヘッドカバーLHに取り付ける

	リザーブタンクホース取り付け
	\(42\)ホースを\(43\)バンドを使用して、ヘッダータンクに取り付ける
	\(42\)ホースの反対側に\(75\)３ウエイをつける
	純正リザーブタンクのホースを中間付近でカットし、\(75\)３ウエイをつなぐ

	キャニスターホース取り付け
	純正キャニスターホースを純正バンドでコンプレッサーのユニオンおよびキャニスターバルブに取り付ける
	
	パイプ抜け止めの２段目を超えるまでホースを差し込む。バンドは２段目より奥で止める



	パワーステアリングアイドルアップホース取り付け
	マニホ－ルド側についていたホースをカットしてコンプレッサーのユニオンに取り付ける（バンドは純正を再使用）
	レゾネーター側についていたホースを\(30\)エアインレットホースに取り付ける（バンドは純正を再使用）


	ハーネス取り付け
	マグネットクラッチハーネス取り付け
	\(60\)マグネットクラッチハーネスをＡＣＩＳコネクターとマグネットクラッチコネクターに取り一
	アースを純正エンジンカバーブラケットリヤRHのボルトでコンプレッサーに取り付ける
	
	余ったハーネスはベルトなどに接触しないようテーピングする



	スロットルポジションセンサーハーネス取り付け（ソアラの該当車両＝ハーネスが届かない車両＝のみ）
	スロットルポジションセンサーの純正コネクターハウジングからターミナルを抜き取る
	黄色部分のロックを精密ドライバー等で手前に引き出した後、ターミナルのロックをはずしてターミナルを抜く

	はずしたターミナルを付属のコネクターハウジングに以下のワイヤー色どおり取り付ける
	左図の矢印側から見る
	白色のロックを手前に引き出してから入れる
	接触不良に十分注意する
	配線を間違えないように十分注意する


	コネクターを接続する
	
	余ったハーネスはベルトなどに接触しないようテーピングする



	ウォーターポンプハーネス取り付け
	ポンプ２個にハーネスを取り付ける
	
	コネクターをシール剤などで防水処理する


	ヘッドランプ横のすき間からハーネスをエンジンルーム内へ引き込む
	クリップをはずし、エンジンルームサイドカバーＬＨをはずす
	ボルト２本、ナット１個をはずし、リレーブロックをはずす
	リレーブロックのロック８カ所をはずし、リレーブロックを分割する
	ロックをはずし、図のコネクター２個を下側から引き出す
	引き出したコネクターの左図の個所にターミナルを差し込む
	図はコネクターを裏側（ハーネス差し込み側）から見ている
	灰色コネクター→赤リード線
	黒色コネクター→黒リード線（コネクターの空いている箇所でよい）
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